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naturalsciences and culturalsciences．A studyinto the socialandinstitutionalbackgroundinwhich

they appeared sequentially，and also the methodology and epistemology to which these two attempts

resorted to secure the studies of the humanities reveals the process of the change of the concept of
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lightsomeofthereasonsforthedeclineoftheidealofcultivationwithahelpofD．Riesman’sanalysis．
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through aninquiryinto the processin which sciencesin Germanyin the19th century were
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は　じ　め　に

C．P．スノーが「二つの文化」について語ったの

は、今を去る四十年ほど前のことであったが、今日ス

ノー流の区分は意義をもつであろうか。lスノーが目

にしていたのは、科学者と人文主義者は同じく知性と

文化にかかわりをもつ人種でありながら、実は相互に

反撥し、全く別個の世界に棲んでいるという事態であっ

た。両者は、我々が謂う理科系と文科系の区別にほぼ

あてはまるものと見てよいが、ここ数十年の間に、理

系、文系という区分けと、スノーが指摘してみせたよ

うな両者の排他的関係、或いは相互の無理解・無関心

といった状況は、解消の方向に進んだであろうか。そ

れともこの関係は、一層不毛な独善主義に向って進行

しつつあるのだろうか。
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卒爾に見ると ､ 文系 ､ 理系 の違 い は ､ 大学入試制度

の ゆがみ に過剰に反応 した高校教育に於い て ､ 双方ど

ちらか の志望を早期に決定するよう迫られると い っ た

状況下で加速的に進行して い るように思われる｡ 又 ､

研究者養成の シ ス テ ム に於 い て も､ ス ペ シ ャ リ ス トと

して の訓練が早まるなか ､ 文理 の隔壁は次第に高まり､

事態はさらに封立の 様相を深刻化 して い るように見え

てくる｡ だが果 して こう い っ た見方だ け で ､ 事態が十

分にとらえ られて い るだ ろうか ｡ とい う の も､ 現在進

行中の研究活動の実態を よく見て み ると ､ 理系､ 文系

の 学問研究の ス タイ ル の 違 い は ､ 以前よりはだい ぶう

すれてきて い るとみ られる
一

面もあ るか らで ある ｡ 実

験
･

調査 ･ 統計と いう手法は ､ 以前は自然科学系の専

売特許とされたもの で あ っ た が ､ こ れら の手法は ､ か

つ て 文化科学とい われて い た領域で も大幅に採用する

と こ ろとなり ､ 今や所謂文科系で も､ 実証主義 ､ 経験

主義の 制覇は ､ 隠れようもない 事実とな っ て い る ｡ と

りわけ ､
一

九六 ○年代か ら､ こ とある ごとに唱導され

た学際的研究は ､ 文科と理科の 塙界領域を席捲 し､ そ

こ で の 交流もあ っ て 共通にとられる手法は ､ 著しく理

系のそ れに なび い て き て い る ｡ しか も ことば これだけ

にと どまらない ｡ 手法が似通 っ てくると ､ 当然 の こ と

なが ら､ 研究業績の 評価の仕方も額似の もの に なり ､

実証的経験科学の評価 シ ス テ ム が ､ 文系 の領域 で もひ

ろま っ て い る｡ そ して 何よりも
一

つ の パ ラ ダイ ム が定

着して ノ ー

マ ル ･ サ イ エ ン ス と して 走り始めると､ 研

究活動は自己増殖過程に入 るが ､ 文系 の 多く の 分野に

於い て も こ の 傾向は顕著で ある｡ しか し､ こ れは別の

見方か らすれば､ 成果 の あげ易い研究分野 へ と､ 文科

系の 学者をも大きく動か した と い う こ と で あり ､ や や

皮肉な観点に立 つ と ､ 学際研究に於け る相互交流は理

系的手法の勝利に終り ､ こ の 間､ 文系の 研究者は ､ 伝

釆の 固有の 方法 こ の なか には卓越せ る意味で の 専

門家が駆使して きた高度なテク ニ ッ ク が ある を次

第に疎ん じて行く プ ロ セ ス に組み こまれ ざるを得なか っ

た と云 えようか ｡ こ う したなか ､ 文系も変質に つ ぐ変

質をとげ ､ 今や理科と文科の 違い は ､ 実証化の段階に

おけ る先進と後進 の差異で しか な い と い っ た考えさえ

見 られ るようにな っ てき て い る｡

以 上は研究 レ ベ ル にうかがわれる実証主義的 ､ 経験

主義的 ｢ 方法の制覇+ を
一

面的に誇張 してみ たもの で

あるが ､ こ の 傾向がさらに進むならば､ ス ノ
ー

の 憂い

は ､ い ささか グ ロ テ ス クなかた ちで はあれ､ と り こ し

苦労に終わ っ たか も知れない ｡ とい うの は､ ｢ 知識社

会の 社会構造の なか で は ､ 機能的合理性とテ ク ノ ク ラ

テ ィ ツ ク な様態の 活動に参与 して い る技術系知識階層

te c h n i c al i n t e lli g e n t si aとますます黙示的に ､ 快楽主

義的 に ､ そ し て 虚 無的に な っ て きた 人文 系知識人

lit e r a r y i n t e ll e c t u al s と の間 で ､ 亀裂が深く広が っ て+ 2

い る と指摘されて か ら､ 二 十年余を経た現在､ こ の 亀

裂の
一

方の 当事者と目 された人文系知識人は ､ もはや

そ の姿をみかけ る こ とさ え､ 稀 にな り つ つ あるか らで

ある｡

一

世を風摩 した D .
ベ ル の ｢脱 工業化社会の到来+

の
一

節 で 冷笑的に言及された人文系知識人 ､ だ が今や

それ さえも沸底 し つ つ あ る現実 ､ こ の 趨勢は ､ 何 に起

因した の で あろうか ｡ こ う した事態の 推移は ､ 我 々 に

何を語りかけ て い る の だろうか ｡

ヨ ー

ロ
ッ
パ 近代に於い て ヒ ュ ー

マ ニ ズ ム
､ 即ち人文

主義は ､ そ の 教育上 の役割に於い て 特記さる べ き存在
ヒ ュ ーマ ニ ス ト

で あ っ た が ､ 人文主義者の 未森た る人文系知識人が ､

次第に姿を消 して 行 っ たとい う こ とは ､ 教育 の場に於

い て も彼らは不用 とされ つ つ あ っ た と い う こ と で はな

か ろうか ｡ 不用と い う の が少しく酷な表現で あるとさ

れるなら､ 人文主義者がそ の 役割をにな っ てきた教育

現場が ､ 彼ら の抱く ヒ ュ ー

マ ニ ズ ム の 理想 とは鮎酷を

きた したと云 い かえ てもよ い ｡ い ずれにせよ､ 時代と

人文主 義の かかわりに ミ ス ･
マ ッ チ が生 じて い る こ と

はた しか である｡

教育､ 人間形成 ､ 人格 の陶冶 ､ 教養と い っ た言葉に

もり こまれ､ と きには これ らの 言葉をき らり と輝かせ

る こ ともあ っ た意義内容の多くは ､ ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム の

理想にささえられて おり､ こ れらの 理想を繰り返 し語

り つ い できた のが ､ ヒ ュ ー

マ ニ テ ィ ズ､ つ まり人文学

であ っ た ｡ 今それ が ､ 教育 の場に於い て肩身を狭く し

て い ると い う こ とは ､ ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム の 内容がもはや

時代遅れの もの にな っ たとい う ことなのか ､ ヒ ュ ー

マ

ニ ス トが リ ア 1) ス トや プ ラ グ マ テ イ ス ト､ テ ク ノ ク ラ ー

トに伍 して ゆくだ け の器量が なくな っ た と い う こ とな

の か ､ 或 い はそもそ も ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム それ自体は ､ 既
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に歴史的使命を完了 して ､ 今や完全に過去の 遺物で し

か なくな っ たと い う こ とな の か
- - -

｡ こ の 事態を見定

める ことなく して は ､ つ ぎの 段階に進むことはで きな

い ｡

以下､ ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム ( 人文主義) ､ ヒ ュ
ー

マ ニ テ ィ

ズ ( 人文学) と大学教育とのかかわりを通観し､ ヒ ュ ー

マ ニ ズ ム が こ こ 二世紀間に辿 っ た 消長をあとづ けてみ

よう｡ 消 え つ つ あ る ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム は ､ 古 い ヒ ュ
ー

マ

ニ ズ ム で あり ､ 新 しい かた ち で の ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム の再

構築が模索されるべきなの か どうか ､ 或 い は仮 りに古

い皮袋に新 しい酒をもることが できないとすれば､ ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム に かわりうる別個の 理念を掲げる べ きな の か

どうか ｡ 問い は 困難なもの で あるが ､ い さ さか卑見を

展開 して みた い ｡

註 1 . C . P .
ス ノ ー ｢ 二 つ の文化と科学革命+

( 邦訳､ みすず書房) 所収の ｢ 二 つ の文化+

(195 6 年) を参照｡ なお ス ノ
ー

に つ い て は ､

本誌所載の井山弘幸 ｢ 二 つ の 文化と二 つ の

教育に関する断章+ の 3 節以下の論及をも

参照された い ｡

2 . D .
ベ ル ｢ 脱工業化社会の 到来+ ( 197 3 年)

第 三章第三節 (内田 ･ 村 上他訳 ･ ダイ ヤ モ

ソ ド社 ､ 1 9 7 5 年 P . 2 88) に よ る ｡ な お ､

以下､ 引用文献は､ 極力入手 し易い 邦訳に

依 り､ 該当の 個所を掲げるが ､ 引用文は テ

キ ス トに即 し て変更した個所もあるの で ､

必ず しも合致 しない とこ ろもある ｡

-

. 文学部の学科区分と ｢陶冶+ の理念

中世 ヨ
ー

ロ
ッ
パ の 学芸学部の 伝統をひく文学部 ( 十

九世紀 ドイ ツ の名称 で は ｢哲学部+ と い う｡ た だ し伝

統的大学 に於い て は ､ 数学 ､ 物 理学 ､ 化学､ 生物学等

の 自然科学領域をも含む の で 実情に即すれば ｢文理学

部+ にあた る) が所謂 ｢ 哲
･ 史 ･ 文+ の 三学科を主た

る構成内容とする ことは周知の 通りで ある｡ と こ ろ で

何故に文学部の デ ィ シ プリ ソ が ､ 哲 ･ 史 ･ 文 に 三 分さ

れた の か と い う こ とが ､ まず問われ なければならない

が､ そ の 理由は ､ 十九世紀に於け る ｢学問の府 ( C e n t e r

o f L e a r n i n g) + ドイ ツ の学術体系は ､
-

八
一

○年関学

の ベ ル リ ソ 大学の建学の 理念にもとづい て組成された

ため で あると云 っ てさしつ か えない で あろう｡ そ こ に

は ､ 十 八世紀 フ ラ ソ ス の 啓蒙主義､ 或 い は - レ大学が

そ の代表例であるとこ ろの ツ ソ フ ト (
- ギ ル ド) 化した

旧来型の 大学の実用主義 へ の カ ウ ン タ
ー ･ カ ル チ ャ

ー

と して形成され つ つ あ っ たきわめ て ドイ ツ的な学問観

が あ っ た ｡ それは前世紀初頭の 巨大な思想潮流に樟さ

すもの で あ るが ､ 極 く概括的に述 べ るな らば ､ 次 の

三 つ に収赦させう る で あろう｡ つ まりそ の
一

つ は ､

カ ソ トか ら ヘ
ー

ゲ ル へ と至る近世最大の 思想潮流 と し

て の ドイ ツ 観念論 で あり ､ 次い で ､ ラ イ プ ニ ッ ツ から

ゲ
ー

テ を経 て ラ ン ケ に結実する歴史主義､ そ して 最後

に古典古代の文化 へ 今 一 度回帰 しようとする新人文主

義の 気風で ある ｡ こ の 三 つ の 思想が ､ 文学部内の 哲 ･

史 ･ 文 三学科の 支柱とな っ た こ とは見易い道理 で あろ

う｡ 1

さ て大学史の 教科書をひ もとくと､ 十九世紀ドイ ツ

の 大学はきわめ て特異な事例で あ っ た こ とが記されて

い る｡ そ の 特異さは ､ 中世以来の 四学部制の なか で下

級学部で あ っ た哲学部が
一

挙 に大学全体の 中心学部と

して躍り出たとい うこ とに象徴されて い る ｡ そ して こ

の哲学部の 優位の もと､ これまたきわめて 異例な理念

がかかげ られ る｡ そ れ が ｢ 研究と教育の統合+ で あり ､

｢ 学問を通 して の 人格の陶冶+ と いう考え で あ っ た ｡

｢ 研究と教育の 統合+ ､ 或い は ｢ 学問を通 して の 人

格の 陶冶+ は ､ W . Ⅴ . フ ソ ボ ル トが提唱 した ことから､

世 上名高い ｢ フ ン ボ ル ト理念+ と して 知られるもの で

あるが ､ こ れらは ､ 今日 の 我 々 にと っ て は ､ ほとん ど

死語同然の観念で ある ｡ と こ ろ で ､ こ の種 の モ ッ ト
ー

を 耳に したと き､ 聞 こ え て く る反応 は､ エ リ
ー ト養成

の 機関と して ならばともかく ､ M . ト ロ -

の 所謂 ｢大

衆段階+ の 高等教育に於い て は到底採り得ない 考え で

あ ると い う答え で あろう｡ しか し､ こ う した反応は実

はおか しなもの で ある ｡ と いう の も､ ｢ フ ン ボ ル ト 理

念+ は ､ 十九世紀の後半に於い て 既に形骸化 しつ つ あ

り､ 何も 二十世紀の 末期に於い て 敢え て無効を宣する

必要な どはな い 筈だか ら であ る｡ にもかかわ らず､ 今､

こ の こ とを問題に しなければならな い と思うの は ､ こ

の 夙うに葬り去られた筈の観念がなおも我 々 の議論の
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なかにまぎれこむ こ とがあるか らで ある｡ そ れは どう

い うことか｡

｢ 人格 の 陶冶+ と いう概念の 内実が ､ ひ どく空虚な

もの とな っ て い る こ とは ､ 誰も否む ことが できな い ｡

我 々 は ｢ 教養教育+ に つ い て 語り､ 教養とは何で ある

べ きか ､ しば しば議論をするが ､ そ の とき教養とは

｢専門+ 以外の もの とい う こと で あり ､ ｢ 専門+ だ け

で は得られない何か で ある｡ と こ ろ で これま で ｢ (人

格 の) 陶冶+ と訳 して きた もの の 原語はB ild u n g で あ

るが ､ こ の B ild u n g は ｢ 教養+ と い う語に訳される場

合の方がは るかに多い ｡ 従 っ て人格の陶冶であれ､ 人格

形成 で あれ ､ こ れらは い ずれも ｢ 教養+ な の で ある｡ 2

或 い は ｢ 教養+ と云うときに は､ 常に頭の ど こか片隅

に ｢ 人格の陶冶+ と いう観念が しみ こん で い ると云 い

かえ て もよ い ｡ そ し て こ とが こ の ような もの で あ る

ならば､ フ ソ ボ ル ト理念がなぜに夙くも十九世紀の 末

期には形骸化せ ざるを得なか っ た の か を問うことは ､

｢ 教養+ 概念の推移を探る上 で避ける こと の できな い

課題となろう｡ 以下 ､ こ の こ とを学問区分論の 推移と

重ね ながら､ あとづけ てみ る ことに しよう｡

註 1 . な お詳しくは ､ 上 山安敏 ｢ ウ ェ ー バ ー と知

識 社会+ 第
一

章 ドイ ツ ･ ア カ デ ミ ズ ム

( ｢ ウ ェ
ー バ ー とそ の社会+ ミ ネ ル ヴ ァ 書

房197 8 年 3 頁) を参照の こ と｡

2 . ドイ ツ の 大学で は教養科目がな い と言 われ

るが ､ ｢ 学問を通 して の人格の 陶冶+ が前

提で ある以上 ､ 学生が自己 の研究課題を追

求することが､ そ のまま ｢ 陶冶+ に つ な が っ

て い るわけ で あ り ､ ｢ 教養科 目+ 乃 至 は

｢
一

般教育科目+ を制度的に別立て する必

要はなか っ た と云 えよう｡

二 . 自然科学対精神科学 ･ 文化科学

前節に述 べ た ｢ 研究と教育の統合+ は ､ ドイ ツ 的に

解釈された ｢ 教授の 自由+ と ｢ 学習の 自由+ と い う 二

つ の 自由の 理念と密接不可分の関係にある｡ と りわけ

｢教授の 自由+ は ､ 教授内容の 自由と し て勃興期 ドイ

ツ科学の 有力な理念的支柱ともな っ た｡ とい う の は ､

象牙 の塔と し て の大学の なか で も特に哲学部は ､ プ ロ

フ ェ ッ シ ョ ナ ル の 養成をめざす所謂上級三学部 (牧師･

聖職者養成の ため の神学部 ､ 行政官僚養成の法学部､

そ れに医学部 ､ 後 の 二 者は ､ 中世以来 ｢ 黄金の 実る学

問 s ci e n ti a e l u c r a ti v a e + とも云われる) とは異なり ､

実用的な知の追求とは別の ､ ｢ 特定 の 目的に仕える こ

と の な い純粋なる知の探求+ 1 をめ ざしたが ､ 実用を離

れた純粋知の探求は ､ 講壇に於け る ｢教授 ( 内容) の

自由+ と結び つ くとき､ 私講師層の学問的野心を喚び

さます ことに なり ､ 新たな学問領域の開拓とそ の深化

にと っ てきわめ て好都合な誘因作用を果たすこ ともあ っ

た か ら で ある ｡

さらに又 ､ ｢ 学問を通して の人格の 陶冶+ と い う教

育面に於ける理想は ､ プ ロ テ ス タ ソ ト ･ ドイ ツ の ｢ 内

面性の 自由+ にもとづく人格の理 念にそうか たち で教

育の 目標を人間の 品性の 向上に あて たもの で あるが ､

こ れは世俗化が進行する十九世紀を通 じて 独特な作用

を果た し続け る ことになる｡ と りわけ ､ ギ ム ナ ジウ ム

に於ける古典語教育の 重視と相保 っ て ､ こ の ｢ 陶冶 の

理想+ の 信奉者た ち は ､ 次第に社会的に隔離 された

｢ 教養貴族層+ と で もい う べ き新た な階層を形成 して

行く｡ 彼らは ､
一

般 大衆が拠ると こ ろ の ル タ ー

派 の信

仰 とは
一

線を画 し､ ｢ 教養宗教 Bild u n g s r eli gi o n + と

今日名づけられて い ると ころ の特異な宗派に組み こまれ

る こ とによ っ て ､ 近代世界に は稀有な ドイ ツ 固有の 読

書人階層を育て あげて ゆく ｡ こ の流れは ､ か つ て の 我

国の 旧制高校の教養主義の は るか な淵源を なすもの で

ある ｡ 2 ( こ れ が ドイ ツ 精神史に如何なる副作用を残

して い るかは､ 今日なお検討に価いするテ
ー

マ で あ る｡)

以 上 ､ 所謂 ｢ フ ソ ボ ル ト 理念+ を摘要 し てみた が ､

こ の 理念は しか しなが ら時の経過 のうちに幾 つ か の重

大な欠陥を露呈 し始め る｡ そ の 第
一

は ､ ｢ 教授内容の

自由+ をささえと して 進め られた純粋知の探求が ､ 世

紀 の後半に至 っ て細分化､ 専門化の 傾向を色濃く して

きた ことで ある｡ こ れは近代化 ､ つ まり産業化が急速

に進行するなか ､ 哲学部の もう 一

つ の 主要部を構成す

る自然科学系の 学問が大きな進歩を遂げるの に ひきず

られるか たち で進ん で 行く ｡ そ の ような状況下にあら

われた の が ､ 学問 の 区分に つ い て の 議論で ある ｡ それ

は産業化 ･ 機械化が高度化 してゆくと ともに ､ 理科系
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の 学問が い よい よ高度に専門化するの を横目にみなが

ら､ 危機感を覚えた文科系の学問の 固有性を守 りぬく

ために展開された もの で あ っ た が ､ こ こ に登場する学

問区分論を見てみ ると ､ 注 目す べ き事柄が浮き彫りに

されてくる ｡

実用を直接の 目的と しな い純粋な る知の領域 の なか

で ､ 数学はけだ しそ の 尤な るもの の
一 つ にあげられ る

であろう ｡ と こ ろが自然科学の 多くは ､ こ の 数学を応

用する こ とに よ っ て 自然認識の 領域を拡大するととも

に精密化 して行き ､ しか もそ こ で獲得された知は ､ 時

の検証に耐える普遍性をも つ ｡ しか るに人間と社会に

か かわる事象には数学の適用は進まず ､ それにもとも

と哲史文 の学問は ､ 人間精神の 所産として伝統的に独

自の領域を形成す るもの と思われ て い た こ とか ら､ 学

問は自然にか かわる研究と､ それ以外の 研究とい うか

たちで区分されるこ とにな っ た ｡ こ こ に は ､ 自然科学

と し て 明確に指定 しうるもの をまず揮 り出し､ 次に こ

れには含まれない もの に対 して は ｢ 非自然科学+ と い

う消極的な規定を持ち出して ､ こ の 非自然科学の 独自

性を根拠づけようとするねらい がみられるが ､ こ の 区

分の 特徴は ､ 学問研究の
一

方 の側を､ 自然を対象とす

る領域と して
一

括 した こ とに伺われるように ､ 対象領

域区分に根ざした学問区分論に傾くという点にある｡ 3

さ て対象領域を ｢ 自然+ と ｢ 非自然+ に 二 分すると

して ､ 次に問題とな る の は ､ こ の ｢ 非自然+ を特徴的

に区画す るこ と の できるキ イ
･

ワ
ー ドが あ るか どうか

という こ と で あるが ､ こ れに対 して は ､ 近世初頭以来

の物と心 の 二 元論が援用される こ とになる｡ そ して 自

然科学の 対象領域を物の世界と し､ 今
一

つ の 学問領域

にあた るもの は心的世界と し て ､ そ の 中に人間の 精神

活動とそれの 結果と して の 文化的歴史的所産をもとも

に含め ようとする とき ､ 自然科学か ら除外された非自

然科学は ｢ 精神科学+ と し て 一

括 された の で ある ｡ 学

問の 区分を対象領域に即 して 明確化す ると いう こ の 方

式は ､ だが ､ こ の 対象区画の それぞ れにふ さわ しい 固

有の 方法論を示そうと した とき ､
一

つ の 難問に遭遇す

る こ とに なる ｡ それは ､ ｢ 着実に進歩する自然認識+

に於 い て物理学が果た して い るような役割をになえる

基礎学は何かと問うた ことか ら始まる ｡

精神科イ挙が心的世界を対象領域と し､ 歴史的文化的

世界をも心 的所産 と し て 包括 しよう とす るな らば ､

< 物的世界一物理学 > に額比した役割を期待されるの

は心理学とい う ことに なろう ｡ だ が心 理学 は､ 果 た し

て精神科学に於ける基礎学と し て の役割をにない うる

もの で あろうか ｡ 或い は精神科学は心理学におい て成

果をあげた手法を他の領域にも適用する こ とに よ っ て

開拓されるもの で あろうか ｡ 答 えは残念な がら否定的

なもの で あ っ た ｡ そ の 理由は ､ 心 理学は十九世紀 にお

い て 既に ､ 哲学 の
一

分科と い うか つ て の隷属的状況を

離脱 して い たが ､ 心 理学 の 独立 はまさ に自然科学的手

法を採用する こ とによ っ て 達成され つ つ あ っ た か らで

ある｡

確実な成果をあげて ゆく心 理学が ､ 自然科学の手法

そ の もの で はなくとも､ 従来 の文科系領域の 方法とは

著 しく異な るかた ちをととの える ことに よ っ て発展 し

た もの で ある ことは ､ ｢ 精神物理学+ 或 い は ｢ 実験心

理学+ と い っ た 当時の 呼称に よ っ て もある程度うかが

い知る ことが できよう｡ 精神物理学は､ 物理学者であ っ

た G . T . フ ェ ヒ ナ 一 により ､ 実験心理学は生理学に

出発 した W . ヴ ソ ト によ っ て 確立された ことが ､ 這般

の事情を何よりも雄弁に物語 っ て い る ｡ と こ ろ で 心理

学が こ の ように親自然科学的手法を採り始めた とき､

他 の 精神科学は こ の こ とにどのように対応 したかと云

えば ､ 心 理学を精神科学の基礎とする ことはもと より ､

心 理学的手法の 導入をも拒否すると い う こと で あ っ た ｡

以上が前世紀後半に起 っ た学問 二 区分論に於い て生

じた事態で ある｡ 自然と精神というように対象区画を

し､ それぞれに下位区分と して これまで の デ ィ シ プリ

ソ を配当すると こ ろまでは有効に思われた こ の区分は ､

それぞ れ の 区分原理に即応 した方法論的固有性､ 乃 至

は基礎学を探ろうとしてた ちまちに暗礁に乗りあげた

の で ある ｡ だ が ､ それは ともかく と して こ の 時以来 ､

学問区分にあた っ て 二 大領域区分を とる ス タ イ ル は優

勢にな っ て ゆ く｡

｢ 自然科学対精神科学+ と い う区分に生じた陸路を

打開する努力は ､ そ の後も模索を続け る こ とになるが ､

次 にあらわれた の は新カ ン ト学派､ 特 に西南 ドイ ツ学

派による 二分論で ある｡ こ れは前記区分が逢着した特

有の 困難 ､ 即 ち精神事象､ 特に人間の 意識現象を扱う

心理学は ､ 対象領域区分か らすれば精神科学で ある の
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に､ 方法論的には自然科学的手法に傾い て い る と いう

事実になんらか のか たちで折合い を つ ける必 要から生

まれた もの である｡ こ の ことを解決するためにとられ

た視圏は ､ 自然科学とは区別されたる学問群の 対象領

域を､ ｢ 人為と人為的所産と して の 文化+ に 一

括 でき

るとみ なすと ころにあり ､ こ の ｢ ( 人為 - ) 文化事象+

を解明する知識群を ｢文化科学+ と し て概括する こと

によ っ て始められる｡ そ して こ の学派に固有な ｢ 自然

科学対文化科学+ とい う区分は こ の 二大領域 の各 々 に

特有な方法をも呈示 して ､ こ の 二 大学問群は方法論的

に戟然と区画されると した点にそ の 独自の 意義が認め

られよう ｡ 彼らの術語に よれば､ 学問は ､ ｢ 質料的病

別原理 (材料 と し て の認識対象) + の み ならず ､ ｢ 形

相的額別原理 (認識の形式 ､ 即ち方法的性格)+ に よ っ

て も明別されるの で なければならない ｡ 彼らは ､ こ の

こ とを以下の ように説明 し て い る｡ ｡

事象を概念的に把握するとい う ことは ､ ｢ 同質的連

続と異質的不連続を見定め るとこ ろに行なわれ る｡ +

同質的連続を扱うの は､ 数学的手法で あり､ こ れに よ

る操作手続きは , ｢
一

般化+ をめ ざす｡ 他方､ こ れに

対 して ､ 異質的不連続に重点をおくとき､ こ こ に は個

別的事象が浮かびあが っ てくるが ､ こ の 個別的事象を

そ の特性に即 して とらえ る の が ､ ｢ 個性化+ 的手続き

で ある｡ こ の 両者は ､ 法則を求め るた め の ｢
一

般化+

と ､ か け がえ の な い個別の 特性を記述する ｢
‾
個性化+

と して ､ 方法論的には好個の対照をなす｡ そ こ で こ の

二 つ の手法を学問区分にもあて はめ てみ るな らば ､ ま

ず自然科学は ､ 事象の 生起に対面 した とき ､ 時 ･

所 の

如何を問わず ､ それが
一

定 の条件下では繰り返 しあら

われる現象で ある こ とに注目する｡ 換言すれば､ 規則

的､ 普遍的 レ ベ ル に於 い て 把握 しようとする｡ 他方､

文化科学は ､ 生起 した 事象を個別的時空に限定された ､

反復不可能な出来事として とらえようとする こ とに特

徴がある｡ か い つ まん で 云えば､ 事象の 個別性 ･ 附帯

的側面を捨象 ･ 抽象 して共通性に着目すれば､ 事象は

そ の 普遍性の側面を呈示する ことになり､ そ こ に法則

が見え てくる ことになるが ､ 特定 の 時間 ･

-

場所に生起

したと い う事実を
一

回 限り の こと､ 個別的な こ ととし

て ､ こ の 個別性に特有の価値を見出して これを重視す

るとき､ 事象は個別的記述の 対象となる であろう｡ か

く して 自然科学は前者の立場をと っ て ､ 法則を定立す

るこ とに ､ 文化科学は後者に依拠 して個性記述的で あ

ろうとす る ことにそ の 本来のすがたが求められる べ き

で ある - - - 云 々 ｡ こ の ように して 自然科学と文化科学

は ､ そ の 対象領域の違い もさる こ とながら､ こ れにも

ま して認識意義乃至 は認識目的の 相違により ､ 画然と

区別される こ とに なる ｡ こ の学派の 代表者リ ッ ケ ル ト

は ､ ｢ 現実は ､ も し我 々 がそれを普遍的なもの に着眼

して 考察するときは自然とな り ､ 特殊に して個別的な

もの に着眼 して 考察するときは歴史となる+ 5 と高ら

か に宣言 して い るが ､ こ れは ､ 或 る程度首肯で きる こ

と で あ ろう｡

以 上 ､ 西南 ドイ ツ 学派の学問区分論を要約 して みた

が ､ こ の 区分は ､ ｢ 自然科学対精神科学+ と いう 二 分

法よりもよほ ど理論的斉合性をもち ､ 従 っ て か なり の

支持者を見出 し得た区分で あ っ た ｡ しか しなが ら､ 今

日 で はおそらくこ の 区分法をも っ て学問論を展開する

もの はほとん ど い ない で あろう｡ それはどう し てかと

云えば ､ こ の 区分の生れてきた経緯 ､ 或 い は こ の 区分

法の 母胎とな っ て い る学問的土壌を考え てみ れば理解

で きるように ､ こ の 区分は ドイ ツ 歴史主義の伝統を濃

厚に とどめた十九世紀的哲学部の常識にそうもの で し

か なか っ た か らで ある｡ 時代が 二十世紀に突入すると ､

｢ 学問の 府+ は ドイ ツか らア メ リカに移り､ ドイ ツ 科

学の成果は､ あるもの は受容せられて ア メ リカナイ ズ

されるとともに ､ あ るもの はそ の 無効を宣告される ｡

そ して何よりも学問研究の 国際化が､ ドイ ツ科学､ ヨ
ー

ロ ッ パ 科学と い っ た か つ て の学問を形成せ しめた国民

的特質を稀薄に し つ つ ､ 普遍化が進行 して い るか らで

ある｡

ともあれ ､ 精神科学 ､ 文化科学 とい っ た カ テ ゴ リ
ー

の もとに ､ 文科系学問の 意義づけをはか る試み は ､ 今

日もはや あま り意味をもた な い が , ただ以上 の ような

かたちで学問区分がなされ､ 精神科学 ､ 文化科学とキ ィ ･

コ ソ セ プ トが推移 した経緯を照射すると ､ ドイ ツ 内部

に於い て も学問の変質は順を追 っ て進行 して い た こ と

に気づか される｡ そ して これとともに ､ ｢ 学問研究を

通 して の人格の 陶冶+ とい う教育目標も大きな危機を

迎え てゆ く ことが認められる｡ 以下にか い つまん で こ

の 事態を
一

瞥 し てお こう ｡
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註 1 . H . シ ェ ル ス キ ー ｢ 大学 の 孤独と自由+

1 9 63 ( 田中他訳 未来社 19 7 0 年) 19 , 1 6 9

頁 による ｡

2 . こ の こ と に つ い て は､ F . K .

I) ソ ガ - ｢読

書人の 没落+ 1 9 6 9 ( 西 村稔訳 名古屋大

学出版会 19 9 1 年) ､ 野 田宣雄 ｢ 教養市民

層か らナ チ ズ ム へ + ( 名古屋大学 出版会

19 8 8年) を参照の こ と｡

3 . こ の 部分以下の記述は W . デ ィ ル タイ ｢ 精

神科学序説+ 188 3 ( 山本 ･ 上 田訳 以文社

1 97 9 上 ･ 下 二 冊) の 上巻第
一

部 に よる｡

なお､ ｢ 精神科学+ と い う語は､ そ もそ も

はJ . S . ミ ル の m o r al s c i e n c e s ( 道徳科学)

の 訳語と して 作られた もの で ある が ､ こ

の 語が 非自然科学 を
一

括す る もの と し て

W . ヴ ソ ト .
- ル ム ホ ル ツ 等に用い られる

に至 っ た経緯 ､ さらには ヴ ソ ト流 の 精神科

学とは別に ､ W . デ ィ ル タイが ｢精神科学+

を基礎づけ ようと して提起 した ｢記述心 理

学+ の概念や解釈学的方法に つ い て は ､ こ

こ で は論述を控える ｡

4 . こ の 部分以下の記述は ､ W . ヴ ィ ソ デ ル バ

ン ト ｢ 歴史と自然科学+ 1 89 3 ( 篠 田訳 岩

波文庫 1 9 29) 及 び H . リ ッ ケ ル ト ｢ 文化

科学 と自然科学+ 18 98 ( 佐竹他訳 岩波文

庫1 93 9) に よ る ｡

5 . 前記 ｢ 文化科学 と自然科学+ 10 4 頁

三 . ｢精神科学+ の始頭と ｢陶冶+ の衰退

知の 体系を､ 精神にかかわる領域と自然にかかわる

領域 とい っ た かた ち で 二 分する着想の 最も身近な先朕

と し て は ､ 世紀の 前半に大きな影響を与えた へ
⊥ ゲ ル

があげられ るかも知れない ｡ た しかに表面的には ､ 精

神科学 ･ 自然科学とい う区分は ､ - - ゲ ル の哲学体系

に於け る精神哲学 ､ 自然哲学とい う区分にそうもの の

ように思わ れる ｡ しか し ､ 世紀 の 後半に学問が こ の

｢ 精神と自然+ と いう 二 大領域に区分された こ とは ､

それ以前の 学問体系を知 る老にと っ て は ､
一

種 の地殻

変動にも比せられる こ と で あ っ た ｡ と いう の は以下の

ような事態が ､ こ の こ と の 深部には潜ん で い るからで

ある ｡

知識 ､ 或 い は知慧を整理 し､ 区画する場合にと

られる仕方は ､ 伝統的に は 二 つ の イ メ
ー ジにおき

か え られて きた ｡ そ の
一

つ はF .
ベ -

コ ソ 以来 の

｢ 知 の地球儀+ と呼ばれて い るもの で ､ 未知 の分

野と既知の 領野 ､ 或 い は学問の 様 々 な分野が ､ あ

た かも地球儀に描き出される大陸や海洋 ､ 島 々 の

ように位置づ けられるとするもの で ある ｡ こ こ で

は未知の 覆域は ､ 文字通りに陪黒の大陸と して 思

いうか べ られる｡ こ れに対 して もう
一

つ の 仕方は､

知 を樹木にたとえ るケ
ー

ス で あ り ､ 知 は
一

本 の 木

がそうで ある ように､ 根と幹と枝と菓か ら成り ､

た とえば万学の 基礎と して の 形而上学は ､ 木 の 板

に あた るもの と して 表象される ｡ こ の 二 つ は ､

｢ 知+ に つ い て の人叛の これまで の 考えを象徴的

な仕方で 明示して い るもの と云 っ て よ い ｡ つ まり ､

知が ｢ 地球儀+ と して 表象される ケ ー ス に於 い て

は ､ あたかも大航海時代に冒険家た ちが ､ 危険な

海に舟出して ､ そ れま で は未知 で あ っ た海洋や大

陸､ 島々 を発見 して 行 っ た ように ､ 好奇心に駆ら

れた研究者が未知の 分野を次第に既知の領域にか

え て ゆくさまが努葉させ られる ｡ こ れは経験科学

の場合には実に的確な比喰とな ろう｡ 他方､ 形而

上学は木の 板にあた り､ 自然科学は幹で あると い

うように して ､ 根 - 幹 - 枝- → 菓 と い う図柄を以て

知を表象するの は ､ 経験科学とは対照的な､ 云う

なれば学問の浜揮的性格に重点をおい たもの と考

える こ ともで きるだろう ｡ さ らには ､ ｢ 知 の地球

儀+ が ､ 努力を重ね る ことによ っ て絶えず増大 し､

蓄積されて ゆく ｢ 知識+ を説明する の にふ さわし

い とすれば､ 木 の比喰は ｢ 知慧の 木の 実+ の たと

え の ように文字通りに ｢ 知恵+ の 本質をとらえた

もの で あると云 い うるかも知れない ｡ ともあれこ

うした事柄を念頭におい て頂 い た上 で本論に帰ろ

う｡

さきに ､ ｢ 地殻 の 変動にも比せ られる+ と述 べ た の

は ､ 学問 の領域を二分する襲想は ､ 知識の 地球儀を東

西 ､ 乃至 は南北の 両半球に分けるの に額似 した こと で
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あり ､ 全 て の学問的な い となみが ､ あたかも同
一

球面

上 の 図柄に も似た経験知の領域の レ ベ ル に並置され ､

平準化されるような事態 に立 ち至 っ た こ とを指 した も

の で ある｡ それま で の学問は多少なりとも ｢ 知慧の 木+

の イ メ ー ジで とらえられ ､ 従 っ て学問的知識には
一

種

の位階が想定されて い たが ､ 今や こ の 位階が崩れた こ

とをは しなくも示 して い る の である｡ ともあれ ､ 精神

科学対自然科学という区分は､ ヘ ー ゲ ル に於 い て- 従 っ

て亦 ベ ル リ ソ 大学の建学当初の 理念に於い て も- 学問

の 冠尾をなすと考えられて い た本来の哲学がか つ て 占

め て い た地位が ､ 今や 虚構に化 し てき て い る ことを暴

露した もの で あり､ 哲学が大学内部に於い て生存を望

むならば､ 哲学史研究 ､ 論理学 ､ 倫 理学､ 美学等の 専

門個別科学として ､ 他 の精神諸科学と並列同等の もの

と して しか生きられな い と い う こ とを示すもの で あ っ

た ｡ こ の 時以来､ 哲学は ､ 哲学史の個別研究と して ､

或 い は論理学 ､ 倫 理学 の ような個別科学たる ことを余

儀なくされてゆくが ､ こ の こ とは ､ 哲学も又 ､ 細分化

の 運命にさ らされる ことを意味す るもの で あ っ た ｡ そ

して これはさらに云 えば､ ｢ 学問を通して の 人格の陶

袷+ と いう ｢ フ ン ボ ル ト理念+ を支え て い た統 一

的人

格 ､ 乃至 は人格の 統合とい う理想をも危殆に瀕せ しめ

るもの で あ っ た ｡ とい う の も こ こ で の ｢ 学問+ と は ､

哲学を板と し､ 幹とする ｢知恵の 木+ の枝 である こと

によ っ て ｢ 知恵の木 の実+ を約束されて い たもの で あ っ

た か ら で ある｡ ともあれ ､ 知 の全体 に通底するもの と

し て の ｢ 哲学+ と いう理念が意味をもち続けて い るか

ぎり ､ こ の知を志向すると い うか たちで人格の統合も

理念的課題と し ては追求され得た が ､ 哲学 の崩壊が暗

示 されると同時に ､ 統
一

- と 志向する意思の基盤も掘

り崩 され るこ と - と つ なが っ て ゆく｡ 1 こ の こ とを具

体的に気づかせ て くれるもの とし て は以下の ような事

例があげられよう ｡

さきに人間の 心を研究する心理学が ､ 次第に自然科

学的手法に接近 して ゆく傾向に つ い て言及 して お い た

が ､ 心 で あれ､ 精神で あれ､ こ れらは ､ 自由なる主体
か なめ

的人格の 要をなすもの とか つ て は考え られて い た ｡
一

個の 独立 した人格の判断力と意思の 自由がや ど っ て い

る場が心 で あり､ 精神 で あ っ た ｡ しか るに意識現象が

生理学に近似 した手法で研究の 狙上に の せ られは じめ

たとき､ 心 は精神疾患とい う病理的 レ ベ ル に於 い て ､

或 い は動物の
一

種と して の と 卜の 反射行動の レ ベ ル で

研究されこそすれ､ も はや人格的統合の原点と して 問

われる ことは決 して なか っ た ｡ こ れ以降､ 人格統合の

原理 と して の 心 の探求は ､ 次第に客観性をもたない 単

な る人生論にすぎぬもの と して
一

蹴 されるとともに ､

｢ 人格 の陶冶+ は書生談義と して葬 り去られ て ゆく ｡

以上 は十九世紀末期に於い て精神科学という学問領

域が区画 された ときに生 じた教養の変質の
一

端 で ある｡

しか も事態 は こ の こ とだ 捌 こ は とどまらなか っ た ｡

｢ 文化科学+ と い う画定も亦 ､
一

層 の変質を誘因する

ものとな っ て 行 っ た の である｡ 次に こ の ことを見てお

こう｡

註 1 . ｢ 統
一

- と 志向する意志の 基盤+ に つ い て

考え る上 で 参考となる事例として ､ 我国に

於い て 教養主義的人格理 念が意味を持ち得

た の は ､ ヨ
ー

ロ
ッ
パ 先進国 - の 同化が ､ 国

家目標た り得た時代の 知識人- こ れ の典型

は ｢偉大なる暗闇+ の
一

高教授岩元禎- や ､

マ ル ク シ ズ ム が影響力をも っ て い た時代の

学生の意識があげられ よう｡ マ ル ク シ ズ ム

は グ ラ ン ド ･ デ ザ イ ン とし て ､ 知 の 全体を

根幹におい て 支え るもの で あると受けとめ

られたがゆ えに ､ 親 マ ル ク シ ズ ム 的学生に

於い て は ､ 教養志向が強か っ たと云 える の

で あるが ､ こ の こ とば ｢ 人格 の 統合+ へ と

傾斜する心性を解明す る上 で ､ 示唆的な事

例で ある ｡

四 . ｢ 文化科学+ と研究至上主義 の エ
ー

トス

第二 節に述 べ た ように ､ 文化科学は個性記述的学問

と し てそ の特性を顕揚される こ とにな っ た が ､ こ の こ

とはさきに引用 した ｢ 現実は ､ - - - 特殊 に して個別的

なるもの に着眼 して考察する ときは歴史とな る+ と い

う テ ー ゼ が端的に示 して い る ように ､ 文化科学は実は

歴史科学 とな る ことに よ っ て始め てそ の 本来的意義を

全うする こ とが でき るとい う ことを含意 して い る｡ と

い う の も､ 個性的なるもの は ､ 歴史的事象の
一

回性に
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こ そ見出される筈で あり､ 又 ､ 歴 史的事象は ､ 他とは

異な る個性的な るもの で ある ことを確認されて 人 々 の

記憶に残るもの となるからで ある ｡ ( 歴史をこ の よう

にとらえる ことには ､ 当然 の ことながら異論がある｡

こ こ で は ､ ただ新カ ン ト学派の見解を辿るにとどめる｡)
l

と こ ろが ､ 文化科学 を歴史科学と等置する方向に重点

が移 っ た とき､ こ こ にも又
一

つ の 大きな問題が生 じざ

るを得なか っ た ｡ ｢ 文化事象 - 歴史的事象+ と受けと

められた とき､ 現実的実践的課題 へ 向けられる べ き視

線が ､ 文化科学から ド ロ ッ プする傾向が生 じてきたか

らで あ る｡

今日 の 社会科学老は ､ 自己の 研究が ｢ 文化科学+ と

いうカ テ ゴ リ ー に概括される ことを拒否するで あろう ｡

そ の 理由は､ おそ らく , ｢ 文化科学 - 歴史科学- → 過去

の事象に のみ 目をむけ る態度+ と いう連想が ､ つ きま

と っ て い るか らで ある｡ 文化科学は ､ 西南 ドイ ツ学派

の元来の 主張セは ､ 社会諸制度､ 社会集団､ 社会的行

為等 々 の 研究 ､ 経済現象 ､ 政治事象等に関する学問を

も常然の ことと し てそ の 中に含むもの とされて い た ｡

しか し こう した分野の研究も重点が移動して ､ 次第に

過去の歴史的事象の それ にかかわ る こ とが多く なるに

つ れ て ､ 結果的には ､ 現実 の社会､ 政治 ､ 経済等は ､

直技的な研究対象として はと り こぼされて 行く こ とに

な っ た ｡ そ して文化科学か ら ､ 現実的 ､ 実践的課題 -

向かう視線が とりさられた と き､ あ と に残された の が

狭義の 人文科学で あ っ た ｡ 文化科学は ､ こ れ以降 ､ 狭

く人文科学を指す概念に限定される傾向をおび てくる｡

しか もあろうこ とか ､ こ の人文科学は ､ 西南 ドイ ツ学

派の潮流ともか かわり の あ っ た M . ウ ェ
ー バ ー の 提 唱

する ｢ 没価値性 の 理論+ を ､ 自己 の 研究の 正当化の た

め に借用 し､ さ らに云うならば､ 隠れ蓑ともする こと

に よ っ て ､ 現実世界の 動向と切り結ぶ ことを放棄 して

い く こ とにな るが ､ そ の 代償と して ｢ 何 の役にもたた

な い 学問+ と い う世評だけが残された ｡ 今 日 ､ 近 ･ 現

代史にとりくむ人 々 は ､ 外交史 ､ 政治史､ 経済史の分

野に多い が ､ こ れ ら の 分野は ､ 社会科学と して の 国際

関係論､ 政治学､ 経済学の
一

部門とみな され て い る｡

一

方､ 古代史 ､ 中世史は ､ ｢ 没価値的な領域+ と して

人文科学固有の 分野で ある とい っ た レ ベ ル で受けとめ

られる傾向が強ま っ て い るが ､ こ う した理解が広ま っ

た遠因は ､ 文化科学を個性記述的歴史科学と して基礎

づ けようと した企 図にそ もそ もの 端緒を探 りあて る べ

き で あろう｡

次第に優勢に赴く自然科学に対抗 して ､ 文系 の学問

の 自立 性を確保 しようとする試み は､ そ れが ｢ 精神科

学+ と して で あれ ､ ｢ 文化科学+ と して で あれ､ い ず

れ も
一

半 の 成功を おさめな がらも､ 他 の半面に於い て

は ､ 弱点を露呈せ ざるを得ない ｡ 教養主義をめ ぐ っ て

そ の ノ ス タ ル ジ ア を旧制高校のそ れに寄せ る人 々 も､

最後 の世代が現役を退い た現在 ､ 沸底 しつ つ あ るが ､

教養主義そ の も の は ､ ｢ 精神科学+ と いう学問区分が

登場 して きたとき既に危機の局面にあり､ 次い で ｢ 文

化科学+ が出 てきたときに ､ 教養 ･ 陶冶 ･ 教育を支え

てきたもう
一

つ の エ
ー

ト ス も消える ことにな るだろう｡

研究と教育の場と して の 大学には ､ 多少なりとも教師

として の エ
ー ト ス が息づ い て い なければならない が ､

大学 の構成員が ､ 専ら研究者た る ことを要求されるよ

うにな っ た とき､ 学識者が身に帯 し て い た ｢ 知識以外

の 何か+ も次第に疎んぜられるようになる｡ そ れは ど

う してか ｡

自然科学 と括抗する地位におか れた文化科学は ､ 何

よ りもまず科学と して ､ 日常的に営まれる研究活動の

一

つ で あ ると い う意義を附与される ｡ と こ ろ で 自然科

学は ､ 何人た りと い えども承認せ ざるを得な い 事実を ､

厳密に客観的に呈示する｡ 文化科学も科学た る以上 ､

こ れ に対抗 しうる客観性を呈示 し得るもの で なければ

ならない
- ∴ ･ 云 々 ｡ こ れは ､ 正常な反応 で ある｡ だが

こ の 正常な反応が ､ つ ぎ の段階で とび つ い た もの が ､

他 で もな い ｢ 没価値性の理論+ で あ っ た｡ 文化科学は ､

こ の 理論 の要請す ると ころを楯 にとり価値判断とは異

なる事実認定 ､ 或 い は事実確定の 領域の 開拓に遇進す

る｡ だが事態が こ の ように展開する ことは ､ 提唱 者の

望んだ こと では なか っ た ｡ ウ ェ
ー バ ー

の 本来 の意図は､

価値 - の 志向が旺盛な るときには ､ それを抑制する こ

とによ っ て見え て く る事実があると いう ことに注意を

うながす こと で あ っ た ｡ 事実 の 次元は､ 実践的意欲を

ひ とたびは括弧にい れ る こ とに よ っ て確保され る べ き

もの であ っ た ｡ にもかかわらず､ ことば安易に流れて ､

研究関心 の重点は ､ 価値判断を不 要とする領域 へ とな

だれを う っ た ように移動し始め る ｡ 文献学的研究分野
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が ､ 急激に伸長するとともに ､ 事実認定の 為の 資料探

求､ 数理統計､ 実態調査とい っ た実証的手段が大勢を

支配する ようになる ｡ 冒頭に述 べ た ｢ 方法 の 制覇+ が

確立 される ｡
- -

事態 の 推移は概ね ､ 以 上 の ようなも

の で あ っ た ｡ と もあれ ､ こ の ように し て ｢ 人文学

H u m a n iti e s + も亦､ 客観性を重視する科学の
一

員 と

なり､ ｢ 人文科学+ に格上げされたが ､ こ の 地位を獲

得す るこ ととひきか えに ､ 近世初頭以来の人文学の固

有の 使命で ある ｢ 教育+ は ､ 科学者の エ
ー

ト ス と して

の研究至 上主義を前に し て撤退を余儀な くされた の で

ある ｡ ｢ 教養+ は ｢ 陶冶+ で あるとい う原則 ､ 陶冶は

価値を志向する信念にもとづか なければならない とい

う原則､ こ れらも亦価値からの 中立を詣う研究至上主

義の 前に色あせ るとともに ､ 価値 - の 志向を忘却 した

研究は文字通 りに没価値的な もの に化し て行かざるを

得なか っ た ｡ 1

新制大学制度の 発足か ら､ 四十年余を経た今日 ､ ド

イ ツ的 ヒ ュ
-

マ ニ ズ ム の エ ー ト ス は地をは ら っ たが ､

十九世紀以来の ｢ 教授の 自由+ と , 第 一

次大戦前に始

ま っ た ｢ 価値からの 中立+ の 姿勢は ､ 今なお依然と し

てそ の形骸をさ らし て い る｡

註 1 . 以 上 の 記述は ､ 人文学復権の ため の努力-

た とえば解釈学に立脚 して ｢ 精神科学+ を

建設 しようとする H . G . ガ ダ マ
-

の 企図

など- に つ い て は
一

切触れず ､ 人文系の学

問に対 しては酷薄な論定に終始したが ､ 今

世紀に於ける フ マ ニ ス ム ス 回復の 試み に つ

い て は ､ 別途､ 論ずる つ もり で ある｡

五 . ｢ 内部志向型+ から ｢ 他人志向型+ へ

前節に於い て ､ ｢ 教養+ の 変質の過程を辿り ､ 教養

概念が次第に死滅に近づ い て くる.経緯を追尋 してみ た

が ､ こ れま で の記述に関 して は ､ 事柄が ドイ ツ の うち

にと どま り､ 教養概念とい っ て も特殊な時代空間の な

か で の それにすぎない の で はな い か と い う批判があろ

う｡ こ の 指摘は正当で あり ､ たとえばイ ギリ ス の ｢ 紳

士教育+ や フ ラ ン ス の ユ マ ニ ス ム ､ さらには ｢ 良識+

の伝統と い っ たもの を支え て きた ｢ 教養 の 理念+ も考

察す べ き で あろう｡ しか し小論は ､ 我国の 高等教育観

に根強く残存してきた ｢ 本場 ドイ ツ+ へ の 憧慎と､ こ

の夢がはか なく消えた あと ､ 悪 しき習性とな っ て なお

も沈澱 して い るもの を易り出しなけれ ばな らな い と い う

考えから､ 書きすすめた もの であり ､ 十九世紀段階の

事柄に つ い て は ､ 検討を以上にとどめて 次の 問題に移

ろう ｡

さ て これまで の論述をふまえた場合 ､ 問われなけれ

ばならない の は ､ 以下 の事柄で あ る｡

今 日 ､ 教養教育の 改善 ･ 改革を叫ぶ声は大き い ｡ し

か しながら､ ｢ 教養+ の 再興を企図する人はい て も､

再構築の 方向と して ､ ドイ ツ的教養の復活 ､ 或 い はせ

め て なりともこれに即 し て再建の 方途を探ろうとする

試み が全く見当た らな い と いう事実が ある ｡ こ れ は ど

う した こと で あろうか ｡ 何が こ の こと の根底に潜んで

い る の だろうか ｡ こ うした問い は ､
一

見 した と こ ろほ

とん ど無意味で あり ､ 葬り去られた と こ ろ で 異議の挟

み ようがな い と思われて きた種頬の もの で ある｡ しか

し､ こ の 間い を従来なされてきたもの とは別の 文脈で

検討 して みると､ ま こ とに意想外の 事実が あらわれて

く る｡ そ して こ の ことをふまえるならば､ た とえ正面

の 方向で はなくとも､ 構築される べ き教養教育が ､ 何

に配慮す べ きかという こ とだけは ､ 或 る程度見え てく

る の で はない か と思われる｡

｢ ドイ ツ 的教養+ の 理念が ､ 今 日 ､ 誰 の 口端にも登

らなくな っ た の は ､ ナ チ ス ･ ドイ ツ の 忌わ しき傷痕の

せ い だけ で はない ｡ ナ チ ズ ム の惨禍を経た あとで は､

そ れ以前の無垢の 日 々 がと りか えすす べ もな い 往昔の

日 々 と感 じられて ､ 遠 い夢幻の別世界とな っ て しま っ

た か らだ け で はな い ｡ そう で は なく ､ 十九世紀段階の

人間額型と､ 二 十世紀の ､ それも特に世紀後半の 人間

額型 で は ､ 人間そ の もの が全く違う鋳型に い れられて

形成されて い る と い う こ とにある｡ ｢ 人格 の尊厳+ ､

｢ 主体的人間+ ､ ｢ 内面性の 自由+ と い っ た言葉が遠

い こだまの ようにう つ ろなひびき しか残さない の は､

我 々 はもはや これらの 言葉を発 した人 々 が意識 し て い

た人間で はなく ､ 又 ､ こ うした人 々 から構成される人

間集団に帰属 して い るわけ で もな い からで ある ｡ ｢ 内

面性の 自由+ とい い ｢ 良心 にもとづい た行為+ とい い ､

あたか も人は ､ 自己固有の 内面の 原理に即 して 行為す

る こ とが でき るように云われ､ こ の 可能性を前提に し
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た行為の原理を 内に秘めた人間に成るこ とが教育の課

題 であるとされた時代は過ぎ去 っ た ｡ こ れはどういう

ことか ｡ 1

一

九四○年代の末に ､ D . リ ー

ス マ ン は ､ 明 らか に

新 しい 人間額型が ､ 歴史 の表舞台に登場 し､ 時代 の主

流になり つ つ ある こ とを見て とり､ こ の こ れま で には

見られなか っ た タ イ プ の 人間を ｢ 他人指向型+ の 人間

と名づけ た ｡ こ の タイ プは ､ ｢ 外部の 他者たちの 期待

と好み に敏感 で あり ､ こ の ことに よ っ て 同調性を保障

されて+ 生きてゆく人間で ある｡ 彼ら の行為､ 行動指

針を方向づ けるの は ､ 彼 の身 のまわりに出会う人 々 ､

つ まり同時代人で ある ｡ 従 っ て こ の ようなタイ プは､

何 よりも時代と周囲の 動向に敏感で あり､ こ れにそう

かたちで生きることが彼らの ライ フ ス タ イ ル で ある
-

- 云 々 ｡ 2 こ の と りた て て何 の奇もな い 記述が何故 ､

今､ 問題となるの か ｡ 誰 しも こう い ぶか るかも知れな

い ｡ だが ､ リ
ー

ス マ ン が ､ こ の新 しい タイ プにと っ て

かわられ つ つ ある旧来の タイ プを記述 して 以下の よう

に云うとき ､ こ こ に は看過するこ と の できな い重大な

事実が潜ん で い る｡

｢ 幼児期に目標の セ ッ トを内化する傾向によ っ て形

成された 人は ､ 自らの うちにジ ャ イ ロ ス コ
ー プ ( 心

的羅針盤) を内蔵 し､ 自らが立 て た 目標に向 っ て ､

こ の ジ ャ イ ロ ス コ ー プ を使用 しなが ら突き進ん で行

く+ と｡ こ の タ イ プに命名 して ､ 彼 は こ れを ｢ 内部

指向型+ の 人間と呼ぶ ｡ 3

｢ 幼児期に内化された人生目標+ に しろ或い は ｢ 内

蔵するジ ャ イ ロ ス コ
ー プ+ と いう比倫に しろ ､ なにか

しらな つ か しい イ メ
ー ジに結び つ くも のが ある ｡ セ ル

フ ･ メ イ ド ･ マ ソ
､ 世評を気に しな い 独立独歩の 人､

コ ツ コ ツ と創意工夫を重ね て人生を意義あるもの に し

よう
_
とする努力家 - - 要するに､ 世間 の荒波にもまれ

ながらも､ 人生を安売りす るこ となく ､ 奮闘の 生涯で

あ っ た こ とに満足 して生を卒えようとする人間､ そう ､

こ こ に イ メ
ー ジされ て い る の は､ 建国以来の実直な ア

メ リカ人のすがた なの だ､ こ の ア メ リカ人たちが､ 今 ､

新 しい タ イ プ の 人間にと っ て かわ られ つ つ あ る｡ こ れ

に気づ い た こ とが ､ リ ー ス マ ソ の 大著を書くき っ かけ

で あ っ た ｡

と こ ろ で ｢ 内蔵す るジ ャ イ ロ ス コ
ー プ+ とか ､ ｢ 内

部指向型+ とか の 言葉が い み じくも語る ように ､ こ う

した造語でそ の輪郭を伝え ようと した の は ､ 実 は ｢ 内

面的に自立する個人+ と い う人間額型で あ っ た ｡ そ し

て こ の タ イ プ の 人は ､ 近代西欧が生み 出した独特の 人

間額型で ある ことを示そうと して彼は次のように云う｡

｢ 西洋史の なか で ､ ル ネ ッ サ ン ス と宗教改革とと

もに出現 し､ か つ ､ 今 や消え去ろうと し て い る社会

は ､ 内部指向を同調性の主 要原理 とする社会の具体

例で ある
･ - - ･

4

｢ ･ - -

内部指向の人間は自分自身の 人生を自分で

統御するのだとい う感覚をもち､ 又 ､ 彼 の子どもた

ちに対 して もそれぞれに人生を切り拓い てゆくもの

だとい う考え方で のぞ む｡ 5

｢ プ ロ テ ス タ ソ トの倫理 - それは マ ッ ク ス ･ ウ ェ ー

バ ー が 特徴づ けたもの で あるが ､ こ こ で い う内部指

向の ひ と つ の あらわれで ある 6

｢ ル ネ ッ サ ソ ス か ら､ 宗教改革に至る期間に生ま

れた性格を､ 我 々 は 内部指向型と名づけるの で ある

が ､ ひとくちに ル ネ ッ サ ソ ス から宗教改革に至 る性

格額型とい っ て もそれには､ 幾 つ か の地域差が ある｡

つ まり ､ こ れま で 述 べ てきたような過程は ､ ラ テ ソ

系 の諸国に於ける よりも北 ヨ
ー

ロ
ッ
パ の プ ロ テ ス タ

ソ トや ジ ャ ソ セ ニ ス ト の間 で より強烈で あ っ た し､

又 ､ 同 じ北 ヨ
ー

ロ ッ
パ で も ル

ー

テ ル 派や ア ン グリカ

ソ よりもカ ル ヴ ァ ソ派や敬慶派の方が より強烈であ っ

た ｡ - -

7 ( 下線部引用者)

上引 の 記述か ら察せ られる ように , ｢ 内部指向型+

の 人間とは､ 近代西欧の価値志向を ビ ル ト ･ イ ソ され ､

それを新大陸に於い ても身に体 して生きた人間である｡

二 十世紀を ｢ ア メ リカ の世紀+ にするために努力 し､

最も功績の あ っ た ア メ リカ の 中産階級の人 々 ､ そ れ が

リ ー ス マ ン の 云う ｢ 内部指向型+ の人 々 なの で ある｡

こ の人 々 は新大陸の開拓にたずさわり､ プ ラ グマ テ ィ ッ

ク にそ の仕事を推 し進めた点に限 っ て みれば､ い ささ

かも ドイ ツ流 の観念論者に似通うとこ ろはなか っ た ｡

にもか かわらず､ 内面的な心 の かまえ に於い て は ､ な

ん と十九世紀 ドイ ツ の 教養の 理想に近い こ とか ｡ 両者

とも自己の 人生の 目標を遠くにおい た ｡
一

方 は ､ たと

えばギリ シ ャ 的､ ル ネ ッ サ ソ ス 的人格理念に ､ 他方は
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理想の 国土の建設や フ ロ ソ テ ィ ア の 開拓に ｡ こ の遠 い

目標に向 っ て進むために 自らの うちに確固た る心 的羅

針盤がすえ られる ことを望んだ｡ こ の 心 理的特性を､

リ
ー

ス マ ン は い み じくも ｢難難に耐えて 星に向かおう

A d a st r a p e r a s p e r a+ 8 とい うカ ソ ザ ス 州 の モ ッ ト
ー

に

要約 して い るが ､ こ こ に は ｢ 苦難を通 して歓喜 - + と

い う ベ
ー

ト
ー ヴ ェ ン の 第九交響曲 ( これ こそは ドイ ツ

教養主 義の 主題曲で ある) や ､ た と え通俗化 して い る

とは云 え ､ カ ン ト の ｢ 実践理 性批判+ の終章を飾る述

懐に通ず るもの を認め る こ とが で きよう｡ こ の ように

見れば ､ 大西洋を隔て た新旧両大陸の陶冶の 理念は ､

実は意外な親近関係にあ っ たと云 い うる の で あるが ､

しか し､ こ の 種の ｢ 理想に生きた人々 + の 時代は終 り､

今や第 三 の タ イ プ ( 第 一

の タ イ プは伝統指向型､ 第二

が内部指向型で ある) の 人間が拾頭 しつ つ ある｡ これ

が ｢ 孤独な る群衆+ に於 い て リ
ー ス マ ン が訴え ようと

した こと で あ っ た ｡

｢ 孤独なる群衆+ に描かれて い る ｢ 他人指向型+ の

人間は ､ 日本もそ のうちに含まれる現代先進国の 中産

階級の人間である｡ 我 々 も亦､ こ の 人 々 のうちに含ま

れる ｡ 彼ら､ 即ち我 々 は ､ ｢ は る かか なたか らの 声､

古き世代の声に耳をかたむけ る ことば な い+ ｡ 9 我 々 に

と っ て大切なの は､ 行為の 指針を同時代人との 同調性

の うちにも つ こと で ある ｡ しか も既に 三十年以上も前

に ､ ｢ 世界中の あ らゆる国の 学生たちは ､ 外面的な特

徴におい て ばか りか ､ そ の 基本的な構造におい て も非

常に似通うもの を持 つ ように な っ て き て い る｡ 従 っ て

これらの学生達は ､ そ れぞれ の文化の 中で の 古い 世代

と の 共通点とい うよりは ､ む しろ異な っ た文化の 中に

い る同世代人とより多くの 共通点を分ちあ っ て い る+ 1 0

と指摘された傾向は ､ 今や日米両国の若者にと っ て は ､

自明､ 既成 の 事実とな っ て い る｡ 過去 の偉大な人 々 が

歩んだ人生, 古典 のうちに示されて い る人生の 叡智､

高貴な人生の 規範 ､ こ う したもの が若者の行動の 指針

となる ことはな い ｡ ｢ 告知さる べ き内面の 豊かさ+ は ､

貧相な外観とはそ ぐわな い ｡ 修練 の は て にみ がかれた

個性が ､ 周囲と の協調関係をそ こなうようで あれば ､

願い さげで ある
- - -

｡ 第三 の タイ プの 人 々 は ､ こ の よ

うに感 じる ｡ こ れは十九世紀 ドイ ツ の 人格理念とはう

らは ら の 関係にある人間の感性で あ る｡ ともあれこ の

ように見てくるならば､ ドイ ツ教養主義の人格理念は ､

実 はリ
ー ス マ ソ の 謂う内部指向型のそれで ある ことが ､

歴然と して こ よう｡ 彼らは､ ｢ ギ リ シ ャ的な合理性と ､

ユ ダヤ ･ キ リ ス ト教的な現世的道徳の結び つ きから生

まれた プ ロ テ ス タ ソ ト の 倫理+ 1 1 の 土壌に生い 育ち ､

｢ 内な る思い を星に 向け て+ 生きようと し て い た点に

於い て は心性を共有 して い た の で ある｡ だ が ｢ 富め る

社会+ ( ガ ル ブ レ イ ス) が到来 し､ 昔 の 王侯貴族の 生

活が
一

般 の人 々 の も のともな っ た時点におい て ､ こ の

種 の 人々 は姿を消し てゆ く｡ ｢ か つ て の 時代の 上流階

級は現代の 他人指向的人間の 先駆者+ 1 2 で あ る こ とをふ

まえ ､ こ の 新 しい 人間額型の 出現に対 して は ､ 文字通

りに ｢価値的に中立+ の 立場から､ こ の 事実を認めな

けれ ばならな い ｡

以 上 の 論定に したがうならば､ 教育改善の 方向は ､

現代 の学生が第三 の 人間炉型に属する人 々 な のか ､ 或

い は これをも超え出た第四 の 人間類型ともい う べ き新

人額なの かを見定め る こ とか ら着手 しなければならな

い で あろう｡ そ して こ の ような学生群を相手に講 じら

れ る テ ー

マ も又 ､ 大幅な変更を迫られ る で あ ろう｡ 少

なくともリ
ー ス マ ン の 著書が あらわれる以前に既に導

入 されて い た学科
･

学問区分は今や見直 しの 時を迎え

て い ると云 っ て よ い ｡ こ の こ とを考えるにあた っ て ､

我 々 は ｢ 二 十世紀科学+ が 登場す る経緯 ､ こ れ らが布

置されて い る状況を解明 しなければならな い ｡

註 1 . 以下 ､ ｢ 内部指向型
.
+ の 人間額型 と ドイ ツ

教養主義と の 額似を指摘する観点は ､ 前掲

H . シ ェ ル ス キ ー ｢ 大学の 孤独と自由+ の

示唆に よ っ て い る｡ 特 に 同書8 7 頁 を参照｡

2 . D . リ ー ス マ ン ｢ 孤独な群衆+ 19 5 0 ( 加藤

訳 みすず書房1 96 4) 7 頁

3 . 7 頁 ､ 13 頁の 要約

4 . 1 2 頁

5 . 1 4 頁

6 .
〝

7 . 35 頁

8 . 1 0 3 頁

9 . 2 5 頁
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1 0 . 3NI 頁 ( 196 1 年版序文)

l l . 1 32 頁

12 . リ ー

ス マ ン は他人指向型の 人間向きの 仕事

がふえ つ つ ある こ とに対応 して ､ ｢
一

般教

養が重視され ､ 又 ､ 専門学校や大学の 科目

の 中に人文社会部門が導入 され+ る こ とに

な っ た と して い る (12 3 頁) ｡ こ こ だ けを読

めば､ 既 に四十年以上前に
一

般教育を導入

した日本の大学は ､ 時代 の 動向を先取り し

て い た の か も知れない が ､ 結局うまくゆか

なか っ た の は ､ 受講者を旧制高校生と同格

同質の 人間と考え続け てきた ことが
一

因と

なろう ｡

小結
- ｢近代世界 シス テム+ と学問区分 一

人間炉型が こ の ように大きく変化するなか で - そ も

そ もど の ような歴史過程が ｢他人指向型+ の 人間を生

み出した の かとい うことは ､ 別個に問われなければな

らない こ と であるが- ､ 学問研究の ス タ イ ル も､ 方法
･

目的も又 ､ 変 っ て ゆく ｡ だ が これは ､ 実 は相互媒介的

な ことで あり､ 学問の 性格の変更が人間の 性格を変え

てゆくとい う側面があるこ とも云うまで もない ｡ とも

あれ ､
一

世 紀を隔て る間に全く様相が
一

変 した文系の

学問は ､ 今 どう いう状況にある の で あろうか ｡ 今後 の

方向を見定め るた めにも､ こ の こ とを
- 一瞥して おく必

要が あろう｡

既 に再 三述 べ た ように ､ ｢ 自然科学対精神科学 ･

文

化科学+ と い っ た かたちで の学問区分は ､ 今日ほとん

ど意味をもた な い ｡ 現在､
一

般 に採用され て い る区分

では ､ ｢ 自然科学 ･ 人文科学 ･ 社会科学+ と い う 三 区

分に な っ て い る｡ か つ て 精神科学 ､ 乃至 は文化科学に

一

括 され て い たも の は ､ 人文科学と社会科学に 二 分さ

れて い るわけ である｡ しか し､ こ れが意味をもちうる

かどうかと云えば､ はなはだ怪 しい もの と云わざるを

得ない ｡ 伝統的に人文科学の うちに組み入れられて い

る心理学は ､ 現在 で は行動科学と して す っ か り面目を

一

新し､ あるもの はほ とんど自然科学と見紛うほどに

変貌をとげ ､ 又 ､ あ るもの は社会科学的性格を濃厚に

して い る｡ 十 九世紀初頭 ､ 新人文主義を先導 した言語

学は､ 長足の 進歩を遂げて 二 十世紀を迎え ､ ソ シ ュ
ー

ル 革命をひきお こ したばか り で なく､ こ の 四 ､ 五十年

間にはさらに変転 して ､ も はや
"

の どかな
”

人文主義

者の研究対象とは思えな い ほどに成長 した ｡ さらに文

学研究に於い て も､
一

部は ｢ 地域研究+ の ス タ イ ル を

採 り､ か つ て 考え られなか っ た ような新生地を開拓 し

て い る｡ こ の ように 二 十世紀の後半に至 っ て ､ 研究領

域の 隔壁は ､ あるもの はとりはらわれて 今や存在せず､

或 るもの は対象は かわらずともア プ ロ
ー チ の 方法は全

くかわるな ど､ 著 しい 変質をきた し､ 現 にさらな る変

貌に 向 っ て 突き進ん で い る｡ こ の 事態の帰趨は ､ 今の

と こ ろ誰にも予測が つ かない ｡ にもかかわらず､ 二十

世紀科学の特色を探り ､ 何が こ の ような事態をひきお

こ して い る の か に つ い て は ､ や は り問わざるを得な い ｡

世紀 の終末にあた っ て誰に で も気づかれる
一

つ の こ

と がある｡ そ れは ､ 学問研究は今 ､ グ ロ
ー バ ル な レ ベ

ル で 同時進行にあると い う こ と で ある ｡ 現代 の科学研

究を推 し進める重大な契機の
一

つ は ､ こ の グ ロ
ー バ リ

ズ ム に あるとも云 える で あろう｡ と こ ろ で グ ロ ー バ 1)

ズ ム ･ グ ロ ー バ ラ イ ゼ -

シ ョ ソ は ､ い つ 頃 ､ 何を契機

に胎動 し始めたか と云 えば､ 世界が経済シ ス テ ム とし

て
一

元化 した ことに ､ 少 なくとも
一

つ の 原因を求め る

ことが できる で あろう｡ 所謂世界経済シ ス テ ム で ある｡

我 々 は こ の ｢ 世界 シ ス テ ム J の な かに ､ 好む と好ま ざ

るとにかかわ らずくみ こまれ て い る｡ 我 々 が学問と云

い ､ 研究と称 して い るもの も こ の シ ス テ ム の 中で の 活

動に他ならな い ｡ 従 っ て 現在の 学問が如何なるもの で

あるかを知るために は ､ こ の シ ス テ ム に関係づ けて み

た場合､ 学問研究が どの ように配置されて い るか を検

証する こ ともそ の 一

方途とな る で あろう｡ こ れ に よ っ

て全 て が 明らかにな るわけ で はな い が ､ 特質 の少なく

とも
一

面 はとらえられ よう｡ こ の こ とに つ い て ､ 近代

世界 シ ス テ ム の提唱者ウ ォ
ー

ラ
ー

ス テ イ ソ の 所説をみ

ておきた い ｡

｢ 中世の 大学の 哲学の学部が ､ 我 々 が今日知 っ て

い る多くの 学問分野に分化 して い っ た の は何故かを

自問するの み ならず ､ こ の分化がまさにそ の 形態を

と っ た の は何故か を自問するならば､ そ の 究極的な

形態が ､ 十九世紀の世界経済シ ス テ ム に支配的なイ

デオ ロ ギ ー

､ そ の イ ギリ ス 的変種で あ る古典的自由
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主義で ある こ
.
とが理解 できる｡ 最初 の前提は ､ 近代

世界の偉大な業績とは ､ 人間活動が 三 つ の領域に適

切に分割されたと云う ことで あ っ た ｡一つ まり権力行

使とい う公共的領域 ､ 生産とい う半公共的領域､ 日

常生活とい う私的領域の 三 つ に で ある｡ こ うした諸

領域を混同するの は中世的で あ っ た ｡ それを分割す

る ことは崇高な仕事だ っ た ｡ そ こ から現代の 認識論

の まさに基礎をなす三 つ の 知識の 分割､ つ ま り政治

的､ 経済的､ 社会一文化的諸専門領域が生まれた ｡

ある い は又 ､ 現代 の大学学部と専門団体の観点か ら

云えば､ 政治学 ､ 経済学 ､ 社会学が生まれたの で あ

る ｡+ 1

こ の ことに関連 して ､ さらに次の ような指摘もみ ら

れる ｡

｢ 今 日知られて い る ような歴史と社会科学は ､ 大

半が十九世紀思想の産物である｡ た しか に歴史記述

にはそれよ りもはるかに長い 歴史がある し､ 社会科

学はそれ以前に はた い て い は哲学の 名の もとに多く

の 専門家予備軍を有 して きた ｡ しか しなが ら フ ラ ソ

ス 革命は世界シ ス テ ム に制度的な シ ョ ッ ク を与えた ｡

そ の 結果全体的な文化的変化が ､ 連続的に生 じた ｡

一

つ は専門的な活動と し て の社会科学の登場で あ っ

た ｡ 特 に境界がか なり暖味な知的論争の単
一

の 分野

だ っ た もの が ､ まず1 84 8 年と19 1 4 年と の間に ､ ひと

つ ひと つ に新造語の 名称をも つ ､ 一 連の い わゆるデ ィ

シ プ リ ソ が しば しば新教説n e o l o gi s m と呼ばれるも

の に分化 した ｡ そ れ ら の 主た る名称 と して は ､ 歴史

学 ､ 地理学 ､ 経済学 ､ 社会学､ 政治学､ 人煩学 ､ そ

し て東洋学 O ri e n t ali s m が あ っ た ｡ + 2

上 引 の叙述から知られることは ､ 十九世紀 ドイ ツ の

学問が ､ 精神科学､ 或 い は文化科学と して体裁をとと

の え ようとして い た Eji ､ あた か も時を同 じく して ､ は

る かに 巨大な動きが 開始され つ つ あ っ たと いう こと で

ある｡ こ の 動きは ､ 今世紀に突入 し てく っ きりと した

相貌を呈する ようにな っ た が ､ 今に して思えば､ 前世

紀末期の ドイ ツ に於ける さまざまな学問論も､ こ の未

だ形をなさぬ ､ 不透明な胎動を前に してそ れぞれの立

場でおぼえた危機意識と､ プ ロ テ ス タ ソ トの誇りを こ

めた ｢ 先駆的決意+ か ら生まれた反応の
一

つ の あ らわ

れ で あ っ た と理解する こ ともでき よう｡ ともあれ ､ 十

九世紀 ドイ ツと い う ｢ 学問の 府+ をも
ー

局地に化す る

とともに ､ そ の精華を泣 し去 っ た こ の 巨大な潮流は ､

大西洋の 西岸に打ち寄せ て ､ 二 十世紀ア メ リカ科学を

現出させ る の で ある ｡

さ て ウ ォ
ー

ラ
ー

ス テ イ ソ に よれば ､ 現今の 社会科学

は ､ 十九世紀中葉以降､ 着々 とかたちをとと の え つ つ

あ っ た世界経済 シ ス テ ム の所産 で あり ､ こ の シ ス テ ム

に合致する方向で形成が急がれた もの で あるという こ

とになろう｡ 彼 の 所説を要約すれば ､ 国家的公共的 レ

ベ ル で の 活動に対応 して政治学 ､ 私人 の営利活動で あ

りながら､ 国家大の 規模にまで 影響の範囲を広げた産

業資本の 半公共的な生産活動に対応する経済学 ､ 公と

私の 交錯する日常の社会的文化的事象を扱う社会学が ､

まず欧米先進国の シ ス テ ム に そうかたちで構築される｡

次 い で 欧米列強の 帝国主義的覇権活動の過程で ､ 地球

上 の発展途上国にかかわるもの が オリ エ ソ タ リ ズ ム ､

即ち東洋学として ､ さらには無文字社会 - の ア プ ロ ー チ

が文化人奨学として これらに つ け加えられることになる｡

と こ ろ で こ の シ ス テ ム の 中で ､ 歴史学は ど の ように

位置づけ られ る ことに な っ た か と云 えば､ 政治史 ､ 外

交史 ､ 法制史 ､ 経済史､ 社会史 ､ 等 々 ､ そ れぞれに対

応する領域毎の社会科学 の
一

分野と して と り こまれて

歴史科学となり ､ さらに は歴史社会学とい っ た か たち

で新生面をひ ろげて ゆく｡ こ の ように して か つ て の ド

イ ツ に於 い て かまびす しくそ の 帰属を論 じられた と こ

ろ の精神 ･

文化諸科学の 中の 多くは ､ ｢ 近代世界 シ ス

テ ム + の 完結に向け て 再配置され る ことにな るが ､ こ

れは単に ､ 歴史学だけの こ と で は な い ｡ た と えば ､ こ

の シ ス テ ム の うちに生活する人間の行動形態､ 社会意

識をとらえ る の に有効な行動主義の手法は ､ 最初心 理

学の革新に始まり ､ 次第に他の 関連領域 ､ 近隣分野を

もまき こん でゆき ､ 社会心 理学をは じめとする ､ 当初

は学際領域と思われて い た が ､ や が て
一

個独立の デ ィ

シ プリ ソ と して存立する新たな科学を生み 出してゆく｡

個人 レ ベ ル で の こ と とされ て い た文学研究､ 或 い は言

語研究が今日くりひ ろげて い る多彩な研究テ - マ に つ

い て は云うまで もな い ｡ こ の･i う に して 学問分野の 相

貌はほ とん ど 一

変 した が ､ こ れは本節冒頭に述 べ た言

葉で 云えば､ グ ロ
ー バ リ ズ ム と か かわ っ て さらに急速

に進行 してゆ く であ ろう｡
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こ の ように十九世紀から二十世紀に至 る百年間の学

問区分の推移をみ てみ ると､ 学問研究が如何に激 しい

変貌を重ね ながら､ 今日に至 っ て い るか ､ 或 る程度､

理解されよう｡ こ れに連動 して教養概念も変質に つ ぐ

変質を重ね た ｡ か つ て の 学 問 W i s s e n s c h aft は 科学

s c i e n c e に ､ 学者は研究者 にかわ っ た ｡ そ して 学者が

かね て い た教育者は ､ それ で は何に変わり ､ 誰 に なる

の だろうか
-

- ? ともあれ､ 学問が これだけの 変容を

遂げた現在 ､ 一

九 四 五年段階の 区分の ままに ､ 人文科

学 ･ 社会科学 ･ 自然科学の 三 区分に こだわる ことには

あ まり意味が な い で あ ろう｡ しかもさらに ､ そ の 頃新

しい 人間と して 描かれた ｢他人指向型+ に した とこ ろ

で ､ こ れを旧 ｢ 人間+ に分撰 して しまうような時代が

もうす ぐそ こ に迫 っ て い るかも知れない ｡ 我 々 は こう

した事実認識をふまえて 改善の 方向を定め なければな

らない 局面に立ち到 っ て い る ｡

註 1 . Ⅰ . ウ ォ ー

ラ
ー ス テ イ ソ ｢ 脱 - 社会科学+

19 9 1 ( 本 田他訳 藤原書店 19 93 年) 第六

章 ミ ュ ル ダ ー ル の 遺産 ､ 136 頁

2 . 同頁

ー 19 -




